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［論文博士］（博士論文審査及び学力の確認の結果要旨） 
 
申請者氏名：駒澤 一朗 
博士論文題目：暖海性コンブ目藻類アントクメの生理、生態および増殖に関する研究 
 
博士論文審査： 
 申請者から提出された論文について、審査委員と申請者の間で質疑応答が繰り返しなされ、そ
の内容の斬新さや新知見の豊富さから各審査委員からは高い評価が得られた。 
 本研究を以下に要約する。伊豆大島のアントクメの生理、生態および増殖に関する研究を行っ
た。アントクメの最大葉長に達した時期の水温は，他の地域のそれより 2～3℃ほど低く，遊走子
の放出もこれまでの報告より低水温で認められた。また，葉状部の消失時期は 2～3ヶ月遅く，そ
の時の水温も 6～10℃低かった。これらの傾向は，伊豆大島がアントクメ分布の北限海域に位置
するための特徴と思われた。また，アントクメの子嚢斑形成開始時期は，それ以前 3ヶ月間の水
温平年差と負の相関が認められた。 
培養実験の結果，アントクメは世界中の海に分布するコンブ目藻類の中でも，最も温度耐性が高
い配偶体世代を持つグループに属することが明らかとなった。また，アントクメが熱帯海域に近接
した暖海域に生育できる要因として，1 年生種であることに加えて，高水温に適応した配偶体期を
持つことにあると思われた。 
アントクメ群落の光合成法による純生産量は，8 月および 9 月は群落が捕集することができる光
量子量の増加により大きく増加しているのに対して，現存量法によるそれは低水準であること，子
嚢斑形成率は 7 月以降，9 月にかけて大きく増加していることなどから，7 月以降のアントクメの
光合成産物は，藻体の肥厚と成熟に費やされていると推測された。 
スポアバッグ投入による藻場造成実験を 3 地点で実施した。いずれの投入場所においても翌年，
アントクメの生育が確認された。1 個のスポアバッグによる播種効果範囲は設置場所から半径 5 m
程度と考えられた。アントクメ群落の造成を目指したスポアバッグ投入は一定の効果があったと考
えられるが，投入場所によりその効果に差異が認められ，食害の可能性が疑われる葉先部分の著し
い欠損も認められた。 
以上の結果を総合的に考察し，伊豆大島の胞子体の年変動には，前年の子嚢斑形成に影響を及ぼ
す春期から夏期の水温，配偶体の生長・成熟に影響を及ぼす夏期の水温が影響していると結論づけ
た。 
 本研究で得られた結果およびその考察は、新知見が多く、今後海藻の生理学や生態学の発展に
大きく貢献する優れた研究といえる。 
 以上の内容から、申請者から提出された論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野にお
ける学術的意義，新規性，独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査委
員一同確認した。 
 
学力の確認の結果要旨： 
 
 最終試験は８月１１日に行われた。審査委員一同出席の下、論文に関する質疑応答がなされい
ずれも的確に答えることができその内容は十分であった。 
 学術論文は、すでに「水産増殖」に３編、「藻類」に３編、「Phycological Research」に１編、
計７編を発表している。日本藻類学会大会での発表もある。５年以上の研究歴、発表論文数共に、
論文博士号取得の資格要件を満たしている。 
 専門知識については８月１１日の公開発表会における質疑や予備審査時でのディスカッション
を含め十分であると審査委員一同確認した。また語学に関しても、英文論文を発表しておりその
語学能力は高いと判断した。 
 以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
